(別紙)

県立医療大学施設の使用にかかる留意事項

　施設の使用許可を受けた主催者は，施設の使用に当たっては，以下の事項に留意しなければならない。

第１．施設使用上の注意
　　１．施設の室内外の清潔の保持及び整理，整頓に努めること。
　　２．火気の取扱いに特に注意すること。
　　３．設備等の盗難の予防に留意すること。
　　４．飲食は，定められた場所で行うこと。
　　５．参加者の車両については，次の事項に留意すること。
　　（１）構内駐車場の整理を行う。
　　（２）構内及び大学周辺道路の交通に支障が生じないよう努める。
　　（３）構内では交通安全に努め，必要箇所には交通安全のための表示を行う。
　　６．施設の使用を終了したときは，清掃等を十分に行い，施設を使用前の状態に復して返還すること。
　　７．以上のほか，施設の使用に当たっては，施設管理責任者の指示に従うこと。
第２．大学の免責及び施設使用者の責務
　　１．施設を使用するに際し生じた事故及び盗難等については，大学は一切責任を負わないので，主催者において十分な注意を払うこと。
　　２．スポーツ等の行事のために施設を利用する場合には，あらかじめ参加者を傷害保険に加入させるなど，事故等に備えた適切な措置を講じること。
第３．行為の禁止
　　　学内では，次の行為は禁止する。
　　１．興行的行為
　　２．出店，行商，物品等の販売，その他これに類する行為
　　３．土地の形状を変更及び建物等を損傷させる行為
　　４．喫煙
　　５．ごみ，その他の汚物を捨てること
　　６．使用を許可された施設以外の区域への立ち入り
　　７．その他施設の管理に支障が生ずる行為
第４．行為の制限
　　　次の行為は，原則として認めない。ただし，特に実施を希望する場合には，事前にその旨施設管理責任者に申し出て，その許可を受けなければならない。
　　１．募金，その他これに類する行為
　　２．業として，写真，ビデオ，または映画などを撮影すること
　　３．施設の通常の用途以外に，展示会，映画会，撮影会，集会，その他これに類する用途のために，施設の全部または一部を使用すること
第５．使用許可の取消し
　　１．施設の使用許可を得た後において，大学の教育研究または行事の開催等のために当該施設を使用する必要が生じた場合には，使用許可を取り消すことがある。
　　２．使用許可の条件等に違反したときは，使用の途中においても，使用許可を取り消すことがある。
第６．損害賠償
　　　施設を使用する者が，故意または重大な過失により，建物，設備及び備品等を破損し，または滅失したときは，その損害を賠償しなければならない。
